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（1） 五木寛之［一九八七］『艶歌・海峡物語 新装版』講談社、五三頁。 
（2） 一九六八年以降のシングルと一九七〇年以降のアルバムのチャート順位、売上枚数は、
『SINGLE CHART-BOOK COMPLETE EDITION 1968-2010』オリコン・エンターテイン
メント、二〇一二年、『ALBUM CHART-BOOK COMPLETE EDITION 1970-2005』同、二














































































「私は十七 さすらい小鳩 悲しい 悲しい 身の上を わかってくれるは 花ばかり」





















































































































































































































































じ 第２集』（一九七〇年九月 ALS-5134）、『演歌ひとすじ 私の心の赤い馬車』（一九七
三年一二月、ACE-7006）、『演歌ひとすじ 女の四季』（一九七四年一〇月 ACE-7006）『演
歌ひとすじ』（一九七五年八月 ACE-7115）、『演歌ひとすじ 北の宿から／ただひとり』









































































































































                                            
（21） 九鬼周造［一九三〇］『「いき」の構造』岩波書店。 
（22） Ｒ・イングルハート、三宅他訳［一九七八］『静かなる革命』、東洋経済新報社。 


























































































































































































































上野発の 夜行列車 おりた時から 
青森駅は 雪の中 
北へ帰る 人の群れは 誰も無口で 
海鳴りだけを きいている 
私もひとり 連絡船に乗り 
こごえそうな 鷗みつめ 泣いていました 





風の音が 胸をゆする 泣けとばかりに 


































 ウォルター・マーフィー ＆ ビッグ・アップル・バンドによって『運命』のディスコ版






















                                            
（29） 三木たかし［二〇〇五］「インタビュー」『ＬＩＢＲＡ』第五巻第九号、一二頁





















































                                            
（33） 阿久悠［二〇〇七］『夢を食った男たち──「スター誕生」と歌謡曲黄金の 70年代』文春文
庫、六五〜七二頁。 
